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令和 5 年 3 月 20 日 

 
 

三重大学 PBL 教育推進プロジェクト様よりの質問項目について 

 
  

事前にいただきました質問について、以下の資料を使って、説明させていただきます。 
 

 

 

【PBL に対するコンセンサスの構築について】 

・ PBL 教育の必要性や効果について、全学でどのように共通理解を構築しているか 

 

＝＞ 中長期計画の教育改革の一環として 
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・ カリキュラムレベルでの実施・運営にあたって教員間のコンセンサスをどのように図っている

か（PBL を大学全体として推進する雰囲気の醸成）。 

 

＝＞本学の教育的特長と課題 → グランドデザインへの共感 → 実施の合意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育開発機構で、科目設置申請書から作成したグランドデザイン 
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・ PBL として実施するにあたっての最低限満たされるべき共通事項などは設定されている

のか。 

 

＝＞学習科学分野の知見をベースにしたPBLという学習法の再認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝＞PBL科目と卒業研究との関連 
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＝＞大学ガイドで示したPBLの進め方のモデル 
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【授業の運営について】 

・ 教養と専門の接続や、文理融合/学際的な課題について取り組む際、学部/学科間の連
携・協力はどのようにして図られているか。 

 

＝＞既存の各科目と、統合的科目としてのPBLの位置づけを下図のように示した 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 高大連携を意識した取り組みはされているか（学校教育との接続に対する意識や学校教

育改革を踏まえた対応、高等学校までの PBL と大学における PBL の差異化を意識
されているか/どう図っているか）。 

 
＝＞・高校との協働プロジェクトなどは行っていない 

（学科の(1)、（２）で他との協働を行っている事例はある） 
・SD PBL（１）は高校での学びとの接続を考慮して設計した 
・2023年度から、全新入生対象のウォーミングアップセミナーが始まり、マインドセッ
トやSD PBLへの導入を目的として設計した 
・SD PBL（３）で与える思考方法として、高校までの課題解決学習で習う論理的思考法
をベースにしつつ、より高度な、卒研等で使えるようなものを与えている 
・科目設計時には、総合学習の高度化を意識している（中学・高校のアドバイザーなどの
個人的な経験から）  
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・ シナリオなど、教材はどのように準備されているか（具体的な授業の様子や教材について
もご教示いただきたい）。 

＝＞・(1)(2)は科目設置目的を様々な場（主としてSD PBLデザ研）で共有、内容・進行は
学科主体 
・(3)は、教育開発室 グランドデザイン研究会で内容検討、教材作成、研修実施 

（画面で説明します） 
   ・SD PBLデザイン研（教員向け）や授業（学生向け）で使用した資料は、常にLMSに掲

載 
 
 

【教員への対応/支援について】 

・ 教員に対する FD をどのように進めてこられたか（教員自身の教授学習観の転換や教
育方法/技術の伝達/習得はどのようになされてきたか）。 

・ 日々の実践に関する教員間のコミュニケーションや意見交流等はなされているか（授業公
開や教 育フロントランナー賞の表彰などがなされているが、その他、日常的な交流等はなさ
れているか）。 
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・PBLにとって重要な「学びの共同体」への環境づくりにFDを活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・実施のための、日常的な交流は、既存の組織やしくみに組み込んで、全学展開 
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・SD PBL(3)の実施にあたっては、約1年前に、あらたに「SD PBLグランドデザイン研究会」
を組織 
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【学生または学生への対応について】 

・ 学生の学修の蓄積はどのようになされているか 
・ グループワークになじめない学生、多様な学生への配慮や対応はどのようになされてい

るか（組織的体制や教員間/学部間の連携） 
＝＞・クラス分けの時の配慮 
   ・教授法としての対応、教員への研修資料 （教員への説明資料の一例を示す） 
   ・これまでのSD PBLデザイン研で説明した資料を、SD PBL（３）用にまとめたものを

示す 例 「コース前半 指導のポイント」 
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【PBL の効果・検証について】 

・ PBL を導入した効果をどのように評価・検証しているか。 

・ 卒業・修了後の追跡調査などを行っているか。 

＝＞・継続的PBLの効果に関する卒業生調査の結果 （伊藤，2022） 

・成績評価： 

(3)では80点満点で平均点が61.5点（最頻値64、20-79）、20点は学科で採点 

・教員へのアンケートは、3/15現在、実施中、これから集計、分析 
 

 

最終成績の分布 （ポートフォリオ評価＋パフォーマンス評価） 
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 ・自己評価＝学生による学びの振り返りの集計 
 

2022 年度 SD PBL（３）学びの振り返り 回答概要 （1352名分） 

 
設問 

本科目で大切にした３つのことに関する自身の学びを振り返り、「挑戦度」と「達成度」を 

10 段階で自己評価してください。 

 

 
その１-1．自身の知識や考え方をベースに、他学科の学生同士で対話し知恵を出し合うこ

とについて 

挑戦度（10段階）、達成度（10段階）、その理由（記述式）、今後に向けて（記述式） 

※ 設問中の記述部分は、エクセル表を参照 

※ 一つ目のグラフが「挑戦度」、二つ目のグラフが「達成度」） 
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その２-1．知識やスキルを問題解決に活かすコツや、自分の能力の生かし方をつかむこと

について 

挑戦度（10段階）、達成度（10段階）、その理由（記述式）、今後に向けて（記述式） 

※ 設問中の記述部分は、エクセル表を参照 

※ 一つ目のグラフが「挑戦度」、二つ目のグラフが「達成度」） 
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その３-1．3 つの思考法「デザイン思考」「ロジックツリー」「論証モデル」を活用すること

について 

挑戦度（10段階）、達成度（10段階）、その理由（記述式）、今後に向けて（記述式） 

※ 設問中の記述部分は、エクセル表を参照 

※ 一つ目のグラフが「挑戦度」、二つ目のグラフが「達成度」） 
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４． あなたが第１回の授業で書いた SD PBL(3)への期待や、この科目を通して伸ばそうと考えていた力

については、いかがでしたか。 

まず、最初の頃に考えていたことを記述してください。 

 

挑戦度（10段階）、達成度（10段階）、その理由（記述式）、今後に向けて（記述式） 

※ 設問中の記述部分は、エクセル表を参照 

※ 一つ目のグラフが「挑戦度」、二つ目のグラフが「達成度」） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

達成度

挑戦度

１． 他学科の学生と対話し知恵を出し合うこと

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

達成度

挑戦度

２． 知識やスキルを問題解決に活かすコツや

自分の能力の生かし方をつかむこと

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

達成度

挑戦度

３． 3つの思考法

「デザイン思考」「ロジックツリー」「論証モデル」

を活用すること

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

達成度

挑戦度

４． SD PBL(3)への期待や

この科目を通して伸ばそうと考えていた力について

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

76%           

85%           

80%           

91%           

87%           

92%           

87%           

85%           


